

















We examined the nationwide trend of Japanese-style churches in modern Japanese churches, 
and clarified the factors that made them possible. The modern church was designed to recreate 
a western church. The chapel is the exterior and space of a Western chapel, and by designing a 
characteristic space, the missionary activity was promoted. Catholic churches adopted tatami 
mats with a focus on Japanese culture from the perspective of adaptation, and Japanese-style 
churches adopted Japanese-style elements based on individual circumstances, such as conversion 
of buildings and ordinances. Therefore, the modern Japanese-style church has adopted a ceiling 
and tatami mats that express the ascending and formal style of the western exterior, and a unique 
church has been established in accordance with Japanese customs.
A study on the characteristics of modern Japanese-style church buildings



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明治期 12 2 1 1 8
大正期 7 1 1 2 1 2
昭和戦前期 16 2 1 3 1 2 7




神父 13 3 2 8
外国人建築家 3 1 1 1
日本人建築家 2 1 1
大工 3 1 2
不明 31 1 1 8 8 2 5 6
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近代の和風教会堂建築の特徴とその成立要因に関する研究
　安永2年（1773）にイエズス会が活動を
禁止されると、幕末から明治期にかけての
日本での布教活動はパリ外国宣教会が担当
することとなった。彼らは布教聖省から万
治2年（1659）に世界宣教に向けて公布さ
れた「外国宣教に関する指針」99）を基に、「伝えるのは信仰でヨーロッパの習慣ではない」とい
う信念で布教活動を開始した。指針では、宣教地の習慣への適応の必要性が示唆され、ヴァリ
アーノの唱えた適応主義が活動に反映されるべきであると考えられていた。教会堂建設許可後、
外国人居留地に初めて建設された横浜天主堂は、ゴシック様式と日本の社寺建築を組み合わせ
たものだったことが当時の書簡から判明する100）。この他にも、神父たちは多くの畳敷教会堂
を設計しており、パピノ神父は鶴岡カトリック教会（山形県、明治36年、図7）、マルマン神
父は黒島天主堂（長崎県、明治35年）など、現在判明しているだけでもパリ外国宣教会の神父
により9つの事例で畳敷が採用されていた。したがって、ヴァリアーノやパリ外国宣教会の適
応主義による日本の慣習への適合は、数百年を超えて現在も継続されたといえ、日本ならでは
の起居様式の慣習が畳敷の設置に深く結びついたといえる。
６．近代の和風教会堂建築の特徴とその成立要因
　以上により日本における近代教会堂は、外観では基本的に西洋の教会堂建築としての形式を
踏襲し、和風要素の採用は地域性を象徴する屋根材や風致条例による規制のある場合に用いら
れていた。一方内観では、教会建築特有の上昇性と格式を意識した形式が天井に採用され、床
に畳敷を取り入れるのみで外観と同様に西洋の教会堂の再現を目指して設計された。これは、
西洋然とした教会堂の外観や空間がキリスト教のプロパガンダの役割を持ち、独特の景観や空
間を演出することで布教を促進する狙いがあったと考えられる。ただしカトリックでは、世界
宣教当初から適応主義を掲げ、布教地の文化に寄り添うことを提唱し、建物における日本の文
化・慣習の根幹である床座を重視して、それに適合させるために畳敷が採用された。
　一方、和風要素を複数取り入れる教会堂は、既存の建物を転用した教会堂や風致条例など、
個別の事情によるものが殆どで、適応主義とは異なる考えから成立した形式といえる。これは、
家御堂など近世以前から礼拝機能のみを導入する教会堂が献堂され、建物を転用する慣例が
あったことが要因と推測できる。
7．おわりに
　以上により近代和風教会堂は、西洋然とした外観に、上昇性や格式を表現した天井と畳敷を
採用し、日本人の慣習に合わせた独自の教会堂が成立した。西洋と日本が混在する異質な礼拝
図7　鶴岡カトリック教会注14
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注
注1）本研究の対象事例は、明治期から昭和戦前期建築の現存するキリスト教の教会堂とし、参考文
献7～ 93に掲げる87冊の文献から事例を悉皆的に収集した。
注2）本研究の和風要素別の詳細な定義は以下の通りとする。①屋根材：屋根材に瓦葺を採用する事
例すべてを対象とする。その場合、粘土瓦やスレート葺、セメント瓦などの材料は問わないも
のとし、洋瓦などの製法についても検討しないものとする。②屋根形式：日本建築の伝統的な
形式を採用する事例を対象とする。入母屋造や、宝形造も含める。③外観における細部意匠：
外観に施されている日本独自の装飾のある持ち送りや懸魚、装飾板である破風や和風彫刻など
の意匠全てを対象とする。また、蛇腹は日本建築にも用いられる意匠の一つでもあるが、ルネ
サンス様式にもコーニス（軒蛇腹）として採用されるため除外した。④天井形式：主廊部分を対
象に日本建築の伝統様式で設計された形式を対象とする。また、主廊と側廊部分で形式が異な
り、側廊部分にのみ和風の天井形式を採用する場合は除外した。⑤床材：礼拝堂内部の信徒席
に、畳が敷かれているもの（当初畳敷を含む）を対象とした。また、教会堂内の和室や集会室な
どに敷かれた事例は除外する。⑥開口部：礼拝堂内の開口部に引き戸、引き違い戸をもつ事例
を対象とする。材料や製法については検討しないものとする。⑦内観における細部意匠：礼拝
堂内部において施されている日本独自の装飾である欄間や襖、長押や床の間などの意匠全てを
対象とする。⑧対象外：日本建築の特徴である壁式の真壁造は、外観内観共に対象外とした。
外観のハーフティンバーなどの真壁造や、内観のピラスターにみられる付け柱が意匠材として
用いられる場合があり、正確な判断ができないため除外した。
注3）主にカトリック教会から分離した教派、さらにそこから分離した教派を指す。また、聖公会（英
国国教会）も同じくカトリック教会のから分離した教派ではあるが、プロテスタントの教義から
影響を受ける一方で、カトリック教会の信条・聖職制度・典礼等を引き継いでいるという経緯
もあり、今回は区別した。
注4）URL参照。
http：／／www5f．biglobe．ne．jp／〜yatudadayori／yatuda＿64．htm
注5）筆者撮影。
注6）本来、屋形天井と船底天井は天井の勾配により区別されるが、今回は写真による目視での判別
のため、勾配のある天井は船底天井として名称を統一する。
注7）仮聖堂と家御堂は、正規の教会堂が確保されるまで短期間に使用されていた仮設の教会堂のこ
とである。
注8）擬洋風建築とは、明治初期の日本において、主として近世以来の技術を身につけた大工棟梁によっ
て設計・施工された西洋風建築である。従来の木造日本建築に西洋建築の特徴的意匠や、中国
風の要素を混合し、庶民に文明開化の伝播のために各地で建設された。明治期の終わりと同時
空間こそが宣教師たちが目指したものといえ、適応主義による布教は、日本以外の国では上手
く浸透しなかった。ローカライズされた教会堂は、世界的にも稀な存在であり、日本が誇る文
化遺産の一つとして価値の高い遺構といえよう。
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に収束した。
注9）カトリック清水教会所属の司祭、カトリック俵町教会所属の司祭からの聞き取りによる。
注10）URL参照。
http：／／sano567．my．coocan．jp／WAKAYAMARETORO／jidaijyun／jidaijyundata／hasimotokirisuto．
htm
https：／／bunka．nii．ac．jp／heritages／detail／184513／2
注11）URL参照。
http：／／www．pref．nara．jp／item／139499．htm
https：／／amanaimages．com／info／infoRM．aspx？SearchKey＝02760000139
注12）URL参照。
https：／／blog．goo．ne．jp／es＿2011／c／8ff43ad7f606aec23cb8881f3092c23f
注13）URL参照。
http：／／www．yokohama．catholic．jp／yokohama＿Parish／yb＿skyouku＿parish＿s02．html
注14）筆者撮影。
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